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情報モラルの指導については、その必要性が年々高まっている。しかしその実習指導となると、そ

の方法も含めてなかなか難しいのが実状である。

当センターの初任者研修会（情報教育）では、先日「情報モラルの指導」の演習を実施した。これ

は、対象が初任の教職員であるため、生徒への指導とは趣を意にするものである。しかし教科「情報」

の実習指導については参考になる部分もあると思われるので、ここで紹介することとした。生徒向け

にアレンジするなど、実習の参考にしていただければ幸いである。

１，目的

Web上のコミュニケーションについて実際に体験し、児

童生徒の心境を探る。またWeb上のコミュニケーションの

特性について検討する。

２，内容

Web掲示板でメッセージのやりとりをする。一連のやり

とりの中で、Web掲示板における指導のあり方について考

察する。

３，方法

(1)模擬掲示板を準備する。

・イントラネット内に１０個の掲示板を用意する。

(参考サイト)「KentWeb」掲示板のフリーソフト http://www.kent-web.com/index.html

「ホームページ作成＿掲示板の設置方法」より http://www.mars.sannet.ne.jp/monpi/tom_hp07.htm

(2)参加者（約４０名）全員でくじ引きをし、班分けをする。

・くじ引きでは「１班のＡさん…１Ａ」というように１Ａ～１０Ｄまでを割り当てる。

・匿名性を保つため、誰がどの班になっているかは分からない状態にする。

(3)掲示板のやりとりを開始する。

・隣との私語は一切禁止、目の前のＰＣと自分だけの状況を想定する。

・できるだけ生徒の心境でやりとりすることとする。

(4)「荒らし役」を指定し、徐々に荒らしをするように指示する。

・「只今より各班Ａの人、徐々に『荒らし』になってください」

(5)「荒らし役」の人に対して、「荒らし役」は去って同じ掲示板に戻るように指示する。

・「Ａの人、『荒らし役』はこれで去ってください。別名で同じ掲示板に戻ってください」

(6)掲示板を利用する子どもの心の状況について考察する。

またWeb上のコミュニケーションについて、どう指導すればよいか検討する。

・各受講者の考察についてはWeb上に投稿する形をとる。そのことで受講者間での意見共有がで

きる。また研修担当者がメンターとなり、受講者の投稿に対してコメントをつける。

※この研修においては、e-ラーニングの仕組みであるmoodleを活用した。(資料提示、投稿等)



４，受講者の反応

(1)掲示板を体験しての率直な感想

・話を聞いてくれる。自分を分かってくれる

・誰か分からない人の返信が刺激的で楽しい

・「読んでくれてるんだ」不思議な感動

・時間を忘れるような感覚

・本音では言えないことも伝えられる

・普段は出さない自分を演じていた

(2)密室性の怖さ

・個人情報などを簡単に教えそうになる

・実際に会い犯罪になるケースもあるのでは

(3)荒らし行為の奥底

・思うような返事が来ないいらだち

・人が抱えている寂しさや暴力性の表れ

・実生活の不満と重なり爆発してしまえと思う

(4)匿名性から生まれる感覚

・自分の素性を全く明かさず話ができることで、

自分自身の思いをさらけ出すことができる

・名前を自由に変えられるので、自分の言った

ことに責任が発生しない（という勝手な思い）

・都合の悪いことはリセットできるので、自分が強くえらくなり、何でもできるような錯覚に

→・自我を抑えることを忘れさせてしまう。キレる子どもを誘発させる道具になりかねない

・日常生活にまで及び、言葉や行動がエスカレートしていく可能性

(5)心ない言葉の影響

・次は自分が言われるのではないかと怖くなった

・誰が書いたのかわからず相手のことを探ろうとしてしまう

・ちょっとしたやりとりに傷ついたり悩んだりしてすごく疲れる

(6)見えない相手への思いやり

・人の気持ちが想像できる人は、必ず人に優しくできる

・Web上のやりとりは、相手を思いやりながら使えば楽しく便利なものである

(7)現実のコミュニケーション

・近くに家族がいるにもかかわらず、見えない相手と会話をしていることはとても残念なこと

・お互いの表情を見てコミュニケーションすることが苦手になっていくのでは

→・子どもたちが本音で語れる環境を学校内や家庭で作っていければ。

・目の前の友だち、先生、家族との絆を深め、コミュニケーションを図れるように人間

関係形成をしていきたい。

・情報教育の中にはコミュニケーション能力の指導も含んでいく必要がある。

(8)体験を通した指導

・体験してみて、荒らしが入ってきた場合に子どもは無視できないと思う。

・荒らし行為に対して、訂正を促したり真剣に反論したりするのも無理はない。

→ ・ロールプレイなどを用いるなどして、繰り返しての指導が必要

・匿名性の危険性、ネチケットなどのマナーを知るための疑似体験を、今回のようにし

ていくとよいのではないかと思う。

【掲示板のやりとりから抜粋】

[50]無題 投稿者：mike投稿日：2007/07/05(Thu)16:18
だれかいますかぁ～？？
(T_T)
------------------------------------------------------
[49]無題 投稿者：ho投稿日：2007/07/05(Thu)16:18
入りま～す。
女子高生です。
------------------------------------------------------
[48]ムム 投稿者：mike投稿日：2007/07/05(Thu)16:17
このサイトまだやってるのかなぁ
------------------------------------------------------
[47]無題 投稿者：なお 投稿日：2007/07/05(Thu)16:14
何だかよくわからないことになってる・・・
しばらく出ていきます（ーー）
------------------------------------------------------
[46]ケンシロウ 投稿者：AAA投稿日：2007/07/05(Thu)16:14
KillKillKillKillKillKillKillKillKillKillKillKillKillKill
KillKillKillKillKillKillKillKillKillKillKillKillKillKill
KillKillKillKillKillKillKillKillKillKillKillKillKillKill
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------------------------------------------------------
[45]元気だすには 投稿者：**投稿日：2007/07/05(Thu)16:12
あと、朝起きたら深呼吸するといいよ。
------------------------------------------------------
[44]無題 投稿者：AAA投稿日：2007/07/05(Thu)16:12
あーもうなんかキレそう。こいつら全員やばい。
------------------------------------------------------
[43]なに？！ 投稿者：ＡＡＡ 投稿日：2007/07/05(Thu)16:12
↓何人のふりしてんの？
やめてください！！
------------------------------------------------------
[42]やっぱり 投稿者：ＡＡＡ 投稿日：2007/07/05(Thu)16:11
小学校入学前から・・・かな？
------------------------------------------------------
[41]無題 投稿者：AAA投稿日：2007/07/05(Thu)16:11
てゆーか，ここの人たちマジうざすぎ


